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チイキのミカタチイキのミカタ
～集落支援員から見た地域の現状と課題～～集落支援員から見た地域の現状と課題～

集
落
支
援
員
制
度
と
は

　

全
国
的
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

進
行
し
、
集
落
機
能
が
低
下
す
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
不
安
を
も
た
ら
す
新
た
な
課

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
１
年
、
２
年
で

は
、
そ
の
変
化
に
気
づ
か
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
現
象
を
今
認
識
し
、
危

機
感
を
持
っ
て
、
早
い
段
階
で
立
ち
向
か

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
倉

吉
市
で
は
「
少
子
高
齢
化
対
策
」
、
「
雇
用

創
出
」
、
「
定
住
対
策
」
な
ど
の
取
り
組
み

を
主
要
施
策
と
し
て
推
進
す
る
中
で
、
平

成
24
年
８
月
か
ら
、
モ
デ
ル
的
に
明
倫
、

北
谷
、
関
金
地
区
に「
集
落
支
援
員
」を
配

置
し
、
集
落
の
実
情
に
応
じ
た
維
持
・
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

集
落
支
援
員
制
度
と
は
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
深
刻
な
集
落
・
地
域
を
支
援
員

が
巡
回
し
て
、
状
況
を
調
べ
た
り
、
住
民

と
話
し
合
い
を
行
い
な
が
ら
、
集
落
の
維

持
、
活
性
化
を
図
る
制
度
で
す
。

　

地
域
の
現
状
に
目
を
配
る
こ
と
で
、
地

域
内
で
発
生
し
て
い
る
課
題
を
掘
り
起
こ

し
、
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
や
体
制
づ

く
り
な
ど
を
進
め
、
集
落
や
地
域
に
と
っ

て
必
要
な
、
役
に
立
つ
取
り
組
み
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
模
索
す
る
た
め
、
集
落

支
援
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

集
落
支
援
員
の
配
置
か
ら
１
年
。
地
域

問問地域づくり支援課（地域づくり支援課（ああ２２－８１５９／２２－８１５９／いい２２－８２３０）２２－８２３０）

北谷小学校より地区を望む北谷小学校より地区を望む
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チイキのミカタ
～集落支援員から見た地域の現状と課題～

に
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
見
え
た
の
で
し

ょ
う
か
。

集落支援って、こういうこと集落支援って、こういうこと

（3）平成 25.11

地域地域

集落 集落

集落

◆ 地域の実情に応じた課
題解決の取り組みへの
支援
（支援制度の情報提供など）

倉吉市

集落支援員集落支援員

◆地域の状況調査、点検
◆課題の把握、抽出
◆ 地域・市・住民との連
絡調整
◆ 地域での話し合いなど
における助言
◆ 地域活性などに向けた
情報収集、活動支援

課題課題

対策対策

・実践、推進・実践、推進

・対策検討・対策検討

原因原因

現状現状

・現状把握・現状把握
・課題の原因を特定・課題の原因を特定

課題解決は、課題解決は、
みんなで！みんなで！

望ましい状態望ましい状態

連携連携

連携連携

連携連携



明倫
地区は農業が少なく、

産業や雇用の減少に

よって人口の流出や少子化が進ん

でおり、これらが原因で空き家が

増加しています。また、市内で高

齢化率が一番高い地域となってい

ます。このままでは、近い将来、

自治公民館活動が困難になる町が

さらに増えると予想されます。

使っていないものを使う

　人口減少を食い止めるため ｢地

区内の空き家に移住定住者を誘致

しよう ｣と、まずは、各自治公民

館長の協力を得て、空き家の実態

調査を行いました。

　その結果、１８０件ほどの空き

家があることがわかり、地域内で

情報共有ができました。

　現在、人口減少の食い止めのた

めに、空き家を活用し、体験移住

できる「お試し住宅」の設置や、倉

吉市が行っている「空き家バンク」

への登録促進を進め、移住定住者

の増加へつなげることを検討して

います。

地域ぐるみで活性化

　また、新たな産業と雇用の開発

のために、「蜂蜜リキュール特区」

による地域の振興、地域と連携し

ながら県内外へのＰＲ、観光誘致、

移住定住などを推進していきたい

と思います。

北谷
地区では年々人口が

減り続けており、一

番多かったときに比べて３０％以

上も減少しました。子どもたちや

若い人たちが少なくなったこと、

空き家の増加などの問題につなが

っています。また、高齢独居者や

高齢世帯が増え、健康の不安だけ

でなく、集落機能の維持にも支障

が出てくるようになりました。主

産業である農業でも、後継者不足、

耕作放棄地の増加、農道や水路の

維持管理が困難などの問題が出て

きています。地区に商店がないと

いった日常生活に関係する問題も

あります。

地域の問題としてとらえる

　これらの問題は、それぞれの家

庭の個人的な事情であると多くの

人が思っていました。しかし、研

修会を実施し、地域の中でどう対

応するか考えていくうちに、個人

の家庭の問題だけでは収まらず、

集落全体、ひいては北谷地区の将

来と関係する問題だと認識される

ようになりました。現在は、北谷

の活性化のために、具体的に何を

していくのがよいか、お互いのプ

ランが出せる段階にまで来たと思

います。

コミュニティサロンで夢を

　少しでも人口を増やす取り組み

として、農業に関心のある移住希

望者があることをふまえ、農業体

験を取り入れた移住定住事業を進

めたいと考えています。

　同時に、若者や高齢者が交流し、

お互いの絆を深める場、また、地

区の将来について語りあえるコミ

ュニティサロンと商店を兼ねた交

流拠点を作っていきたいと思って

います。

定住人口拡大と生
な り わ い

業づくり

交流しあえる拠点をつくる

集
落
支
援
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

―
市
内
３
地
区
に
配
置
し
た
集
落
支
援
員
が
、
１
年
間
の
活
動
を
通
し
て
地
域
を
振
り
返
り
ま
す
。

稲
いなしま

嶋 敏
としひこ

彦さん

明倫地区

　人口は５０年前の２

分の１に減少。古い街

並みなどを整備し、観

光資源として活
い

かすこ

とも検討している。

岩
いわがき

垣 和
かずひさ

久さん

北谷地区

　トウモロコシの皮で

作る地域の名産品「き

みがら人形」など、伝

統工芸品に焦点を当て

ることも検討している。

閑静な住宅街。しかし空き閑静な住宅街。しかし空き

家が増えている。家が増えている。
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関金
地区も他地区と同じ

く、人口減少による

高齢化、また若者の都会への流出

により、災害時の高齢者の支援、

平常時の見守り、暮らしの支援、

自治会の運営などが難しくなって

いる集落があります。そして、空

き家の増加、農業後継者不足や自

主防災活動の低下などが課題とし

てあがっています。

　関金地区自治公民館協議会で

は、自主防災組織の育成と啓発活

動を平成２５年度の事業計画に盛

り込んでおり、防災勉強会などの

実施で、防災マップ作り、避難訓

練などを行っています。

住みよい関金を

　こうした活動から、高齢者など

要援護者の災害時の避難支援や、

見守り支援など、住民が安心して

暮らせるよう、自主防災活動に積

極的に取り組む自治公民館が少し

ずつ増えてきています。

　みんなが安心して暮らせるよう

に、住民と一緒に「自主防災活動」

を地域全体に広げて行きます。

誰もが生涯現役で

　また、若い人だけでなく、６０

歳以上の移住定住も視野に入れた

生涯現役社会の仕組みづくりも検

討してみたいです。

│
地
域
づ
く
り
の
視
点
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

石
田
市
長　

地
域
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
は
、
地

域
の
課
題
と
し
て
地
域
住
民
で
協
力
し
合
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
助
、
共
助
、

公
助
の
観
点
か
ら
、
住
民
間
、
住
民
と
行
政

間
で
十
分
に
対
話
を
し
、
地
域
の
役
割
、
行

政
の
役
割
を
き
ち
ん
と
整
理
し
た
上
で
、
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
地
域
を
元
気

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

│
倉
吉
市
と
し
て
集
落
支
援
員
を
配
置
し
ま

し
た
が
。

石
田
市
長　

集
落
支
援
員
制
度
を
導
入
し
て

か
ら
短
い
期
間
な
の
で
、
顕
著
な
成
果
が
現

れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
地
域
に
お
い

て
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
住

民
の
取
り
組
み
が
一
歩
ず
つ
円
滑
に
進
む
よ

う
に
、集
落
支
援
員
が
仕
掛
け
役
と
な
っ
て
、

住
民
が
主
役
と
な
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

は
何
で
す
か
。

石
田
市
長　

地
域
で
は
、
住
民
の
地
域
に
対

す
る
強
い
誇
り
や
愛
着
は
あ
る
も
の
の
、「
も

う
何
も
し
な
く
て
も
い
い
、
放
っ
て
お
い
て

欲
し
い
」
と
い
う
あ
き
ら
め
感
や
無
関
心
で

あ
れ
ば
、
住
民
自
ら
課
題
解
決
に
立
ち
上
が

る
チ
ャ
ン
ス
を
得
な
い
ま
ま
、
活
躍
す
べ
き

人
材
が
活
躍
で
き
ず
、
将
来
に
生
か
さ
れ
る

べ
き
資
源
も
生
か
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、
地
域
が
ま
す
ま
す
弱
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
、
文
化
、
産

業
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
ら
を
地

域
で
共
有
し
、
誇
り
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
で
将
来
を
し
っ
か
り
考
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

お互いを見守っていく
―
地
域
と
、
集
落
支
援
員
と
、
行
政
。
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
の
、
お
互
い
の
あ
り
方
と
は
。

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を

岡
おかどめ

留 明
あきら

さん

関金地区

　関金温泉、大山池な

ど多くの観光資源に恵

まれる。さらなる魅力

発信のため地域資源を

活用した取り組みも検

討している。

地区伝統の関金御幸行列地区伝統の関金御幸行列

（5）平成 25.11



市
議
会
の

新
し
い
顔
ぶ
れ

　
倉
吉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
10
月
６
日（
日
）
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、
17
人
の
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
４
年
間
、
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
市
政
を
担
っ
て
い
く
新
議
員
の
皆
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

■関金町関金宿
■会社役員
■公明党
■５９
■３

鳥と
り

飼か
い

　
幹み
き

男お

■住所
■職業
■党派
■年齢※投票日現在
■当選回数（旧関金町のもの）

氏
名
（
敬
称
略
）

■上余戸
■農業
■無所属
■６５
■５

山や
ま

口ぐ
ち

　
博ひ
ろ

敬た
か

■大正町
■行政書士
■無所属
■６５
■１

米よ
ね

田だ

　
勝か
つ

彦ひ
こ

■大谷
■農業
■無所属
■６２
■４

佐さ

さ々

木き

　
敬た
か

敏と
し

■天神町
■無職
■無所属
■６０
■１

藤ふ
じ

井い

　
隆た
か

弘ひ
ろ

■大谷茶屋
■会社員
■自由民主党
■６３
■３

福ふ
く

谷た
に

　
直な
お

美み

■巌城
■自営業
■公明党
■６４
■４

髙た
か

田た

　
周ち
か

儀の
り

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
あ
２
２
ー
８
１
４
７
／
い
２
２
ー
８
１
７
０
）

問
議
会
事
務
局（
あ
２
２
ー
８
１
４
５
／
い
２
２
ー
８
１
４
６
）

2013.11（6）



　
任
期
満
了
に
伴
う
今
回
の
選
挙
で
は
、
議
員
定
数
17
人
に
対
し
て
20
人
が
立
候
補
し
、

３
人
オ
ー
バ
ー
で
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
票
日
10
月
６
日（
日
）の
有
権
者
数
は
、
４
０
，５
６
３
人
で
、
こ
の
う
ち
投
票
者
数
は
、

男
１
１
，４
０
０
人
、
女
１
３
，
４
９
２
人
の
計
２
４
，８
９
２
人
で
し
た
。

投
票
率
61
．37
％

　
前
回
、
平
成
21
年
10
月
４
日（
日
）に
行
わ
れ
た
選
挙
と

比
較
し
６
．23
ポ
イ
ン
ト
減

■下福田
■農業
■民主党
■６３
■８

福ふ
く

井い

　
康や
す

夫お

■上米積
■無職
■無所属
■６０
■７

由よ
し

田だ

　
隆
た
か
し

■みどり町
■自営業
■無所属
■６７
■５

坂さ
か

井い

　
徹
と
お
る

■新陽町
■会社役員
■無所属
■５９
■４

伊い
と
う藤

　
正
し
ょ
う
ぞ
う三

■関金町関金宿
■無職
■無所属
■４９
■３（１）

朝あ
さ

日ひ

　
等と
う

治じ

■岡
■農業
■日本共産党
■６０
■３

佐さ

藤と
う

　
博ひ
ろ

英ひ
で

■余戸谷町
■飲食業
■無所属
■６５
■５

大お
お

田た

　
進
す
す
む

■小鴨
■会社役員
■無所属
■６６
■４

丸ま
る

田た

　
克か
つ

孝た
か

■下米積
■農業
■民主党
■６２
■４

中な
か

野の

　
隆
た
か
し

■関金町山口
■農業
■無所属
■７１
■３（３）

段だ
ん

塚つ
か

　
ひ
ろ

文ふ
み

（7）平成 25.11



皆さんの生活に直結する制度やイベントを

紹介するコーナーです。

くらよし市政情報

《平成２６年度保育所の入所受付を始めます》
平成２６年４月１日からの保育所への入所申込を１１月１１日（月）から開始します。

問子ども家庭課（あ２２―８１００／い２２―７０２０）
【
対
象
児
童
の
年
齢
】
生
後
57

日
目
〜
就
学
前

【
受
付
場
所
】
入
所
を
希
望
す

る
保
育
所
、
ま
た
は
子
ど
も
家

庭
課

※ 

市
外
保
育
所
へ
の
入
所
は
、
子
ど

も
家
庭
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
入
所
申
込
資
格
】
次
の
よ
う

な
理
由
で
、
保
護
者
や
同
居
す

る
人
全
員
が
、
お
子
さ
ん
を
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭

① 

昼
間
、
家
庭
の
内
外
で
、
児

童
と
離
れ
て
家
事
以
外
の
労

働
を
し
て
い
る
。

② 

出
産
の
前
後
で
あ
る（
出
産

の
前
後
各
３
か
月
間
に
限
り

ま
す
）。

③ 

病
気
や
ケ
ガ
、
障
が
い
が
あ

る
。
ま
た
は
、
常
時
同
居
の

人
の
看
護
・
介
護
に
あ
た
っ

て
い
る
。

【
給　

食
】
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
献
立
を
各
保
育
所
で
用

意
し
ま
す
。

 

３
歳
未
満
児

：
主
食
・
副
食
・

お
や
つ
２
回

３
歳
以
上
児

：

副
食
・
お
や
つ

１
回
で
主
食
は
持
参

【
保
育
料
】
保
護
者
の
前
年
分
の

所
得
税
、
前
年
度
分
の
市
民
税

の
課
税
額
、
お
よ
び
子
ど
も
の

年
齢（
３
歳
以
上
、
３
歳
未
満
の

２
区
分
）に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

《実施事業》※延長保育と障がい児保育は全園で実施しています。
※一時保育：保育園に入所していない就学前の児童を緊急・一時的に保育します。
※オープンデー：保育園に入所していない就学前の児童とその保護者に保育園を開放します。
※ ○は市で実施、または市からの委託事業、□は園の自主事業です（自主事業の詳細は、各園にお問い合わせください）。

【倉吉市内認可保育所一覧】

地区名 保育所名 公・私立 定員 所在地 開所時間
（延長時間含む）

特別保育
電話番号

一時 休日 オープンデー

上北条 上北条保育園 私立 90 新田360―2 7：00～19：00 □ 水曜 26―0066

上　井

上井保育園 公立 60 福庭町2丁目152 7：20～18：50 木曜 26―0868
あゆみ保育園 私立 70 海田西町2丁目251 7：00～19：00 □ 木曜 26―0638
ひかり保育園 私立 40 上井町1丁目104 7：15～19：15 ２・４木曜 26―1389
短大附属保育園 私立 30 福庭854 7：30～19：00 □ 水曜 26―9101

西　郷
ババール園 私立 90 山根425―3 7：00～20：00 ○ ○ 26―0211
倉吉東保育園 私立 120 上井781―1 7：15～19：15 □ 月２回 26―3436
西郷保育園 公立 80 下余戸129―1 7：20～18：50 木曜 26―2646

上　灘
どんぐり保育園 私立 120 上灘町41―1 7：00～19：00 □ 水曜 22―0252
うつぶき保育園 私立 70 東昭和町177―1 7：00～20：00 □ 水曜 22―2933

成　徳
倉吉愛児園 私立 100 東町342 7：00～19：00 □ □ 月２回 22―3072
めぐみ保育園 私立 50 仲ノ町742―2 7：00～19：00 ○ □ 火曜 22―3488
倉吉保育園 私立 30 仲ノ町742―1 7：40～18：30 □ 金曜 22―4680

明　倫
倉吉西保育園 公立 60 余戸谷町2970―1 7：20～18：50 木曜 22―2687
ひまわり保育園 私立 60 みどり町3180 7：10～19：10 □ 木曜 23―0999
聖テレジア保育園 私立 24 福吉町1376―6 7：30～19：00 □ 月３回 22―4659

灘　手 灘手保育園 公立 45 尾原500―15 7：20～18：50 木曜 22―5405

社
向山保育園 私立 60 和田東町917 7：00～19：10 木曜 23―0836
みのり保育園 私立 100 西福守町595 7：00～19：00 □ 月２回火曜 28―0018
社保育園 公立 60 国分寺342―11 7：20～18：50 水曜 28―1755

北　谷 北谷保育園 公立 45 沢谷289―1 7：20～18：50 木曜 28―1416
高　城 高城保育園 公立 90 上福田1104 7：20～18：50 ○ 木曜 28―2202

小　鴨
西倉吉保育園 私立 70 西倉吉町2―23 7：00～19：00 □ １・３火曜 28―2228
小鴨保育園 公立 90 中河原551―1 7：20～18：50 ○ 月～金曜 28―2836

上小鴨 上小鴨保育園 公立 60 鴨河内1731―1 7：20～18：50 木曜 28―0306
関　金 関金保育園 公立 90 関金町関金宿2830―2 7：20～18：50 ○ 月～金曜 45―2853

受付場所・手続：各幼稚園の入学願書に入園料を添えて、幼稚園に直接お申し込みください。

 名　　称  所在地  電話･ＦＡＸ
対象児童
の年齢

 保育時間  預かり保育時間 

認定こども園 学校法人 倉吉幼稚園・保育園 仲ノ町742－1  あ22―4680
い22―4677  ０～５歳児 7：40～15：00 15：00～18：30

認定こども園
 鳥取短期大学附属幼稚園・
保育園

福庭854  あ26―9101
い26―9102  ０～５歳児 7：30～15：20 15：20～19：00

認定こども園 聖テレジア幼稚園 ・保育園 福吉町1376－6  あ22―4659
い22―4669  ０～５歳児 7：30～16：00 16：00～19：00

《平成２６年度認定こども園への入園申込を受付中》
入園料など詳しくは、各認定こども園にお問い合せください。
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《分別、減量、リサイクル》
ごみを適正に処分して、環境に優しい生活を。

問環境課（あ２２―８１６８／い２２―８１３６）

《より良い教育環境の整備に向けて》
「倉吉市立小・中学校の適正配置」について市民シンポジウムを開催します。

問学校教育課（あ２２―８１６６／い２２―１６３８）

使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
開
始

　

小
型
家
電（
※
）に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ

タ
ル
な
ど
の
再
資
源
化
を
目
的
と
し
た

「
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源

化
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
倉

吉
市
で
も
小
型
家
電
の
ボ
ッ
ク
ス
回
収

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
小
型
家
電
を

回
収
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
鉄
・
ア
ル

ミ
に
加
え
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
資
源

を
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
を
分
別
し
、
減
量
化
す

る
こ
と
で
、
最
終
処
分
場
（
ご
み
埋
立

地
）の
延
命
化
も
期
待
で
き
ま
す
。

※ 

小
型
家
電
と
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
や
電

池
で
動
く
家
電
製
品
で
す
。た
だ
し
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
商
品
（
テ

レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）

と
、
割
れ
て
危
険
な
も
の（
蛍
光
管
・

電
球
）は
除
き
ま
す
。

回
収
す
る
も
の

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
（
20
セ
ン

チ
×
40
セ
ン
チ
）に
入
る
小
型
家
電

※ 

投
入
口
に
入
ら
な
い
小
型
家
電
は
、

大
き
さ
に
よ
り「
不
燃
ご
み
」ま
た
は

「
不
燃
性
粗
大
ご
み
」の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

回
収
す
る
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
、
北
庁
舎
、
関
金
支

所
、
交
流
プ
ラ
ザ
、
各
地
区
公
民
館（
関

金
公
民
館
を
除
き
ま
す
）

※ 

回
収
は
各
場
所
の
開
館
し
て
い
る
時

間
に
限
り
ま
す
。

ご
み
の
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

ご
み
の
野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
屋
外

焼
却
行
為
で
あ
っ
て
も
、
近
隣
住
民
か

ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
な
場
合

は
、
人
の
迷
惑
を
考
え
て
野
焼
き
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

健
康
と
環
境
を
汚
染
し
ま
す

　

十
分
に
温
度
が
上
が
ら
な
い
、
酸
素

が
足
り
な
い
状
態
な
ど
条
件
の
整
わ
な

い
状
況
で
ご
み
を
焼
却
す
る
と
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
さ

せ
る
な
ど
、
人
の
健
康
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
大
気
汚
染
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
に
は
、ご
み
を
減
ら
す
こ
と
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

で
き
る
だ
け
焼
却
す
る
ご
み
の
量
を
減

ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

適
正
な
ご
み
の
処
分
が
大
切
で
す

　

ご
み
は
指
定
の
区
分
に
従
い
分
別

し
、
一
般
家
庭
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日

に
所
定
の
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
事
業
者
で
あ
れ
ば
業
者
へ
委

託
す
る
な
ど
し
て
適
正
に
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

市民シンポジウム
「倉吉市立小・中学校の適正配置」について

と　き　１１月１０日（日） 午前９時３０分～１１時３０分

ところ　倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

対象者　倉吉市民（保護者、地域住民、教職員など）

内　容　◆今年度の説明会の概況報告（５中学校区、１０再編対象小学校区）

　　　　◆講演「智頭町における学校統合についてー経緯と現在ー」

　　　　◆シンポジウム「倉吉市立小・中学校の適正配置」について
コーディネーター：鳥取短期大学学長
シンポジスト： 智頭町教育委員会教育課参事、智頭小学校前ＰＴＡ会長、倉吉幼稚園保護者、倉吉市小中学校

ＰＴＡ代表、倉吉市地区公民館長会代表

　

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
し
、
魅
力

　

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
し
、
魅
力

と
活
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

と
活
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

く
た
め
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

このような回収このような回収ボックスボックスが設置されますが設置されます

（9）平成 25.11



 ■
報
告

【
報
告
受
理　

２
件
】

•  

平
成
24
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

び
平
成
24
年
度
資
金
不
足
比
率

•  

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

 ■
議
案

【
認
定　

19
件
】

• 

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

• 

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
18

件
の
決
算

【
原
案
可
決
及
び
認
定　

１
件
】

• 

平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算

【
原
案
可
決　

12
件
】

• 

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

• 

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

• 

平
成
25
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

• 

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

• 

税
条
例
及
び
入
湯
税
条
例
の
一
部

改
正

• 

国
民
健
康
保
険
条
例
等
の
一
部
改
正

• 
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

• 

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

• 

調
停
の
申
立
て

• 

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

• 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
た
か
ら
や
ア
ス
ベ
ス
ト

撤
去
工
事
）

• 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
市
営
野
球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

工
事（
平
成
24
年
度
補
正
））

 ■
議
会
発
議

【
原
案
可
決　

３
件
】

• 

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め

る
意
見
書
提
出

•  

30
人
以
下
学
級
実
現
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
提
出

• 

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
提
出

 ■
請
願

【
採 

択　

１
件
】

• 

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
提
出

 ■
陳
情

【
採
択　

１
件
】

• • 

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数

改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め

度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め

の
平
成

の
平
成
2626
年
度
政
府
予
算
に
係
る

年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
提
出

意
見
書
提
出

【
不
採
択　

２
件
】

• • 

地
球
社
会
建
設
決
議
に
関
す
る
陳

地
球
社
会
建
設
決
議
に
関
す
る
陳

情
書
情
書

• • 

消
費
税
増
税
の
凍
結
を
求
め
る
意

消
費
税
増
税
の
凍
結
を
求
め
る
意

見
書
提
出

見
書
提
出

【
研
究
留
保　

１
件
】

【
研
究
留
保　

１
件
】

• • 

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確

化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確

保
の
た
め
の
意
見
書
提
出

保
の
た
め
の
意
見
書
提
出

平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
決
算
な
ど
を
審
議

　

平
成
25
年
９
月
第
４
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
２
日(

月)

か
ら
９
月
20
日(

金)

ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
特
別
会
計
決
算
、
請
願
、
陳
情
な
ど

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図

書
館
な
ど
で
、
11
月
中
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

問
議
会
事
務
局（
あ
２
２
―

８
１
４
５
／
い
２
２
―

８
１
４
６
）

平まが書

市議会報告
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子どもゆめ基金助成活動

人気小説家講演会「あさのあつこさんと話そう」
　『バッテリー』『Ｎｏ．６』など、ヒット作を多数創作、特に若

者に絶大な人気を誇る小説家・あさのあつこさんを招き講演会

を開催します。

　現在、読者の年代・創作ジャンルを問わず人気小説家として

第一線で活躍されているあさのあつこさんですが、小説家にな

るまでの道のりは決して平たんではありませんでした。

　あさのさんはいかにして夢を持ち続け、実現させたのでしょ

うか。若者必見！あさのあつこさんと「夢を叶える」方法をお話

しましょう。

【とき】 １１月１７日（日）　午後１時３０分～３時４０分

【ところ】 倉吉交流プラザ２階 視聴覚ホール

【参加費】無料 　【定員】１５０名 ※要事前申込

※託児が必要な人は１１月８日（金）までに申し込んでください。

【主催】中部読書活動推進フォーラム実行委員会

 問中部読書活動推進フォーラム実行委員会事務局（あ４７－１１８３）

あさのあつこさんプロフィール

　１９５４年岡山県

美作市生まれ。青

山学院大学卒業。

　岡山市で小学

校の臨時職員を

勤めたのち、作家

デビュー。

　『バッテリー』

で第３５回野間

児童文芸賞受賞。

『バッテリー』全６巻で第５４回小学館

児童出版文化賞受賞。著書に『Ｎｏ．６』

シリーズ、『ＴＨＥ　ＭＡＮＺＡＩ』シ

リーズ、『弥
みろく

勒の月』など多数。

2013.11（10）
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鳥
取
短
期
大
学
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

10
月
16
日（
水
）、
鳥
取
短
期
大
学

を
会
場
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

現
在
の
厳
し
い
就
職
戦
線
に
お
い

て
、
１
人
で
も
多
く
の
学
生
に
内
定

を
勝
ち
取
っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
か

ら
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
と
の
共
催
で
、

地
元
倉
吉
市
の
企
業
の
ほ
か
、
鳥
取

県
内
外
の
企
業
や
施
設
な
ど
計
17
社

の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
内
は
学
生
た
ち
の
熱

気
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学

生
の
熱
気
に
も
負
け
な
い
各
企
業
・
施

設
の
人
事
担
当
者
の
熱
意
あ
る
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
面
接
に
真
剣
に
取

り
組
む
学
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

学
生
か
ら
は「
学
内
で
の
開
催
な
の

で
、
じ
っ
く
り
面
接
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
」な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
学
と
し
て
は
、
今
後
も
地
元
企

業
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
学
生
一
人
一
人
を
し
っ
か

り
と
育
み
、
就
職
支
援
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
♪
な
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、

関
金
温
泉
若
女
将
の
西
河
葉
子
で
す
。
７
月
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　

関
金
に
流
れ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
や
季

節
の
風
景
に
ほ
っ
と
す
る
日
々
。
タ
イ
ト
ル
の

〝
せ
き
が
ね
時
間
〞は
、そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

で
も
実
際
は
、
１
か
月
経
っ
た
段
階
で
「
３

か
月
過
ぎ
た
気
が
す
る
」、
２
か
月
で「
も
う
半

年
な
気
が
…
」
、
３
か
月
で
「
盛
り
上
っ
て
ま

す
！
セ
キ
ガ
ネ
温
泉
手
づ
く
り
文
化
祭
!!
」と
、

す
ご
く
駆
け
足
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
て
、
せ

き
が
ね
時
間
に
溶
け
込
め
る
の
は
、
ま
だ
少
し

先
の
よ
う
で
す（
笑
）。

関
金
温
泉
か
ら
広
が
る〝
輪
〞

　

会
社
員
の
頃
と
は
仕
事
の
や
り
方
は
違
い
ま

す
が
、
無
駄
な
経
験
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
し
て
、
仲
間
に

な
っ
て
、
地
域
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
瞬
間
に

立
ち
会
え
る
な
ん
て
運
が
い
い
！

　

関
金
で
の
仲
間
探
し
か
ら
始
ま
り
、
ど
ん
ど

ん
人
も
連
携
す
る
地
域
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

関
金
温
泉
は
、
日
本
有
数
の
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

で
、三
朝
温
泉
な
ど
の
全
国
５
つ
の
ラ
ジ
ウ
ム
・

ラ
ド
ン
温
泉
と
と
も
に
、
広
域
連
携
協
定
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
効
能
は
、
神
経
痛
、
リ
ウ
マ

チ
、
筋
肉
痛
、
痛
風
、
動
脈
硬
化
、
慢
性
皮
膚
病
。

　

み
な
さ
ん
、
実
は
近
く
に
こ
ん
な
に
素
敵
な

温
泉
地
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

「
関
金
を
考
え
る
」を
楽
し
む

　

関
金
温
泉
は
現
在〝
再
起
〞の
真
っ
最
中
。
ど

う
す
れ
ば
こ
の
ま
ち
が
活
性
化
す
る
の
か
を
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

関
金
の
活
性
化
は〝
楽
し
い
〞が
基
本
。
背
伸

び
を
し
た
り
、
眉
間
に
シ
ワ
が
よ
る
よ
う
な
こ

と
は
し
ま
せ
ん
。
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
少
し
ず
つ
考
え
ま
す
。

　

最
近
、
女
性
や
若
い
人
の
参
加
が
増
え
て
、

会
合
の
風
景
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

今
後
も〝
せ
き
が
ね
〞に
流
れ
て
い
る
、
い
ろ

ん
な
時
間
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
♪

▲ ▲ 新潟県で開催新潟県で開催された「された「健康と温泉フ健康と温泉フ
ォーラムォーラム」」で関金温泉をで関金温泉をＰＲＰＲ

緊張の面持ちで面接の順番を待つ学生緊張の面持ちで面接の順番を待つ学生

人事担当者の丁寧な説明で、業務につい人事担当者の丁寧な説明で、業務につい
てよく理解てよく理解

No.
111111111

関金温泉若女将（地域おこし協力隊）

ブログ「せきがね時間」も更新中！

 ameblo . jp /sekiganeonsen-

wakaokami

 問
キ
ャ
リ
ア
支
援
課（
あ
２
６
ー
９
２
２
３
）

（11）平成 25.11



領収証書も添付してください。

　ご家族の国民年金保険料を納付

した場合は、納付した人がその保

険料を申告することができます。

 問日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６－
５３１１／い２６－１７４２）または市民課（あ２２

－８１５５／い２２－２９５４）

電子証明書の取得は
　　　　　　お早めに

　国税の申告をインターネットな

どで行うことができる「e-tax」(国

税電子申告・納税システム)の利

用にあたっては、事前に市民課で、

住民基本台帳カードと電子証明書

を取得する必要があります。

　このカードと証明書の交付にあ

たっては、２０分程度の時間がか

かり、申告時期には窓口の混雑が

予想されますので、早めの手続き

をお願いします。

　なお、証明書の有効期限は３年

です。更新手続きは、有効期限の

３か月前から手続き可能です。

※ 即日交付には、運転免許証、パスポ

ートなどの顔写真付きの証明書が必

要です。証明書がない場合は即日交

付ができないため、再度来庁いただ

く必要があります。

※ 手数料は、住基カード、電子証明書

どちらも５００円です（更新の場合

も同じ）。

市民課（あ２２ー８１５５／い２２ー２９５４）

エキパル倉吉行政サー
ビスコーナーの臨時休業

　機器の入れ替えのため、次の日

程で、エキパル倉吉行政サービス

コーナーを臨時休業します。

　ご不便をおかけしますが、よろ

しくお願いします。

 ■臨時休業日

１１月３０日（土）・１２月１日（日）

 問市民課（あ２２－８１５５／い２２－２９５４）

税を考える週間～税の
役割と税務署の仕事～

　国税庁では、国民が税の意義や

役割を考え、税務行政に対する理

解を深めるために、毎年１１月

１１日から１７日を「税を考える

週間」とし、国税庁公式ホームペ

ージ（ www.nta.go.jp）でさまざま

な情報を提供しています。

税に関する作品展

　期間中、中学生・高校生から応

募のあった税に関する習字や作文

のうち、一部の作品を展示します。

 ■と　き

　１１月８日（金）～１３日（水）

 ■ところ

　倉吉交流プラザ１階ロビー

 問倉吉税務署（あ２６ー２７２１）

１１月は、「子ども・若者
育成支援強調月間」です

　近年、非正規労働者の若者が増

加し、フリーターやいわゆるニー

トの数も高止まりの状態が続いて

います。

　また、少年非行、いじめ、児童

虐待や児童ポルノなど子どもが被

害者となる事件が相次いで発生し

ているほか、違法・有害な情報が

氾濫し、スマートフォンなどの普

及に伴ってそれらの情報に子ども

が接触する危険性が増大すること

も懸念されています。

　さらには、子どもの貧困率や就

学援助を受けている小・中学生の

割合は上昇傾向にあり、子どもの

貧困対策が求められています。

　これらの諸問題に対応し、子ど

も・若者の健やかな育成、社会生

活を円滑に営むことができるよう

にするための支援や取組みを家庭

や学校、企業、地域など広く推進

することが必要です。

　このため、１１月を強調月間と

定め、全国的な支援事業が積極的

に展開されます。期間中の各種活

動へのご理解とご参加をお願いし

ます。

 問生涯学習課（あ２２－８１６７／い２２－
１６３８）

行政相談所

①と　き： １１月１８日（月）

午後１時～３時

　ところ：市役所第３会議室

②と　き： １１月２２日（金）

午後１時～４時

　ところ： 高齢者生活福祉セン

ター

 問総務課（あ２２－８１１２／い２２－１０８７）
くらよし農家相談会

と　き： １１月２０日（水）

午前９時～午後３時

ところ： 市役所 北庁舎会議室

（３階）

内　容： 農地の利用調整、担い

手確保・育成など農業

全般

 問農林課（あ２２－８１５７／い２３－９１００）、
または農業委員会事務局（あ２２－８１７１）

市民生活相談窓口

　生活全般の相談窓口です。

 問地域づくり支援課（本庁舎３階／あ２２
－２７１７／い２２－８２３０）

多重債務・法律相談会

と　き： １１月２２日（金）

午後１時３０分～４時

ところ：倉吉未来中心

内　容： 弁護士や司法書士など

が相談に応じます。（要

事前予約）

 問中部消費生活センター（あ２２－３０００）

 鳥取県社会保険労務士会

年金・労務無料相談会

　労働者・事業主いずれの相談

もお受けします。

と　き： １１月８日（金）

午前１０時～午後４時

ところ： パープルタウン

１階パータン広場

内　容： 年金、退職・解雇・賃金

未払い・労働時間・パワ

ハラ・セクハラなど

 問 鳥取県社会保険労務士会
（あ０８５７－２６－０８３５）

2013.11（12）



秋季全国火災予防運動
を実施します！

　これから冬に向けて暖房器具の

使用が多くなるなど、火災の発生

しやすい時期を迎え、１１月９日

（土）から１５日（金）までの７日

間、全国一斉に秋の火災予防運動

が実施されます。

 ■全国統一防火標語

消すまでは 心の警報 ＯＮのまま

 ■いのちを守る７つのポイント

　火災は、大切な財産を一瞬で

奪ってしまいます。火災予防意識

を今一度確認し、みんなで火災の

ない「安心・安全なまち」にしま

しょう。

【３つの習慣】

① 寝タバコは、絶対やめる。

② ストーブは、燃えやすいものから離

れた位置で使用する。

③ ガスこんろなどのそばを離れるとき

は、必ず火を消す。

【４つの対策】

① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災

警報器を設置する。

② 寝具、衣類およびカーテンは、火災

を防ぐために、防炎品を使用する。

③火災が小さいうちに消せるよう、住

宅用消火器などを設置する。

④ お年寄りや身体の不自由な人を守る

ために、隣近所の協力体制をつくる。

 問防災安全課（あ２２ー８１６２／い２２ー
１０８７）

住生活総合調査に
　　　ご協力ください

　国土交通省では、都道府県、市

町村の協力のもとに、１２月１日

に、全国各地において「平成２５

年住生活総合調査」を行います。

　この調査は、住生活基本法に基

づく住生活の安定・向上に係る総

合的な施策を推進する上で必要と

なる基礎資料を得るために、住生

活全般に関する実態などについ

て、５年ごとに総合的な調査を実

施するものです。

　倉吉市では、無作為抽出した約

１５０世帯に調査をお願いします。

　１１月２１日（木）から１２月

１０日（火）までの間、統計調査員

証を持った調査員が、対象となっ

た世帯を訪問します。調査をお願

いする皆さんには、ご協力をお願

いします。

 ■調査の方法

　調査は、統計調査員が対象世帯

を訪問し、調査票を配布・回収す

る方法により行います。 

 問景観まちづくり課（あ２２ー８１７５／い２２
ー８１４０）

降雪期の除雪作業に
　　　　　　ご協力を

　降雪期を前に、作業に関するご

協力をお願いします。

• 道路上に覆いかぶさっている

樹木（特に竹）や有線放送の電

線などは除雪の支障になる場

合があります。降雪期までに

点検を行い、所有者や各自治

公民館で撤去するなどの対応

をしてください。

• 路上駐車や路上放置車両は、除

雪の妨げになるので絶対にや

めてください。

• 生活道路の除雪は、皆さんの

ご協力をお願いします。

• 「苦労して雪かきしたのに、除

雪車が来て、雪を積み上げて

いく」、「田畑に除雪した雪が

入っている」などの苦情が寄せ

られることがあります。作業

上、やむを得ない場合がありま

すのでご理解をお願いします。

• 個人からの除雪依頼はお受け

できませんのでご了承ください。

 問建設課（あ２２ー８１６９／い２２ー８１７９）

女性に対する暴力をな
くそう！

　鳥取県および倉吉警察署では、

１１月１２日（火）～２５日（月）の

間、「女性に対する暴力をなくす

運動」を実施します。

　配偶者や恋人など親密な間柄で

ふるわれる暴力（ＤＶ）は、重大な

人権侵害です。また、ＤＶは、直

接的な暴力だけでなく、大切なも

のを壊す、性的行為を強要する、

生活費を渡さない、子どもを利用

して脅すなどの行為も含みます。

　いかなる理由があっても暴力は

許されません。相手との関係を「つ

らい」、「こわい」と感じていたら、

一人で抱え込まずに相談してくだ

さい。

ＤＶ相談機関（連絡先）

• 子ども家庭課 （あ２２ー８１２０）

※夜間・休日は転送されます。

• 鳥取県中部総合事務所福祉保

健局 心と女性の相談担当

 （あ２３ー３１４７）

• 鳥取県男女共同参画センター 

よりん彩 相談室

 （あ２３－３９３９）

 問子ども家庭課（あ２２－８２２０／い２２－
７０２０）

国民年金保険料は社会
保険料控除の対象です

　年末調整や確定申告で国民年金

保険料を申告する場合は、１１月

上旬に日本年金機構から送付され

る『社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書』の添付などが必要と

なります。申告の際まで大切に保

管してください。

　なお、１０月１日以降に今年初

めて国民年金保険料を納付された

人は、平成２６年２月上旬にこの

証明書が送付されます。

　また、証明書に記載されている

月分以外の保険料を１２月３１日

までの間に納付した場合も、今年

分として申告できます。証明書に

記載されている保険料額に、後か

ら納付した保険料額を合算して申

告し、後から納付した保険料分の

（13）平成 25.11



のすべての要件を満たす人

• 通勤が可能な人

• 身体障害者手帳の交付を受け、

その程度が１級から６級まで

の人

• 介助者なしで職務の遂行が可

能な人

• 活字印刷文による試験、口頭

試問に介助者なしで対応でき

る人

 ■受験申込締め切り

　 １１月２９日(金)

午後５時１５分（必着）

 ■第一次試験

【とき】１２月１５日(日)

【ところ】倉吉交流プラザ

 ■受験案内配布場所

　職員課、市民課、市立図書館、

関金支所支所管理課

※ 倉吉市ホームページにも、内容を掲

載します。

 問職員課（あ２２－８１６４／い２２－１０８７）

とっとり梨の花温泉郷発！
Ｂ級グルメバトル３ｒｄ！ 
出店者募集

　Ｂ級グルメ・ご当地グルメが一

堂に集う食のイベント開催にあた

り、出店者を募集しています。

 ■開催期日

　 １１月２３日（土）・２４日（日）

午前１０時～午後３時

 ■場所

　パープルタウン屋上特設会場

 ■応募要件

• 鳥取県中部エリア及び岡山蒜

山エリアの料理であり、大会

終了後も店舗で提供すること

が可能であること。

• 価格はＢ級グルメということ

を勘案し、５００円程度までと

する。

• 出店料は１店舗につき５，０００円

 ■募集期間

　１１月１１日（月）まで

 ■応募方法

　観光交流課に設置してある応募

用紙に必要事項を記入し、観光交

流課または、とっとり梨の花温泉

郷広域観光協議会に提出してくだ

さい。用紙は、とっとり梨の花温

泉郷広域観光協議会ホームページ

（ www.nashinohana.com）からもダ

ウンロードできます。

 問とっとり梨の花温泉郷広域観光協議会

（あ２４－５０２４／い２４－５０７４／

 info-kokusai@nashinohana.com）

第21回「倉吉学」講座

　倉吉文化財協会の主催による講

座を開催します。今年度は、石造

物をテーマに開催します。

【とき】 １１月３０日（土）

午後１時３０分から

【ところ】上灘公民館

【演題】 五輪塔から墓碑へ

【講師】 倉吉文化財協会理事

牧田朋子さん

【参加費】無料

 問文化財課（あ２２ー４４１９／い２２－２３０３）

　　

　　大工・左官・板金・建具・畳・石工など熟練され大工・左官・板金・建具・畳・石工など熟練され

た職人の伝統的な技と木造住宅の魅力を体験してみた職人の伝統的な技と木造住宅の魅力を体験してみ

ませんか。ませんか。

  ■■体験イベント体験イベント

　左官壁塗り体験・木　左官壁塗り体験・木

工教室・銅板ヘラ出し工教室・銅板ヘラ出し

体験・漆喰上塗り体験・体験・漆喰上塗り体験・

ミニ畳作成・建具組子ミニ畳作成・建具組子

実演・手形石版製作実演・手形石版製作

  ■■展示展示

　歴史的建造物修理パネル展示・　歴史的建造物修理パネル展示・

鏝絵作品展示・木製建具展示・石鏝絵作品展示・木製建具展示・石

工作品展示工作品展示

  問問文化財課（文化財課（ああ２２－４４１９／２２－４４１９／いい２２－２３０３）または倉吉淀屋（２２－２３０３）または倉吉淀屋（ああ２２２２

－０１６５）－０１６５）

倉
吉
淀
屋

倉
吉
淀
屋 と　き： と　き： 1111月月2424日（日）日（日）

午前10時～午後4時午前10時～午後4時

ところ：ところ：倉吉淀屋倉吉淀屋

▲畳作りの様子

２０１３２０１３住まい・職人の技住まい・職人の技
  ｉｎ くらよしｉｎ くらよし

小学生国際交流教室を開催します

　他国の文化をゲームや遊び、料理などを通じて楽しく学ぶ国際交流

教室の参加者を募集します。開催日、会場など次のとおりです。

回 開催日 時間 内容 場所

１ 12/３（火）17:00～18:00 韓国の文化に触れよう！
倉吉交流プ
ラザ

２ 12/４（水）17:00～18:00 中国の文化に触れよう！

３ 12/６（金）17:00～18:00 アメリカの文化に触れよう！

４ 12/７（土）10:00～14:30 他国の料理を作って、食べよう！ 上灘公民館

※第４回のみの参加はできません

【対象】小学３～６年生（保護者の見学可）

【定員】 各回２０人(第４回のみ２４人)

【参加費】無料(調理実習では、実費をいただきます。)

【申込開始日】 １１月１２日(火)午前８時３０分～

 問生涯学習課（あ２２ー８１６７／い２２ー１６３８）
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ご存じですか？
　　　検察審査会制度

　交通事故､詐欺､脅しなどの犯

罪の被害にあい､警察や検察庁に

訴えたが､検察官がその事件を裁

判所に起訴してくれない。このよ

うな不満をお持ちの人は､検察審

査会にご相談ください。相談や申

立についての費用は一切無料で､

秘密は固く守られます。

　検察審査会は､選挙権を有する

国民の皆さんの中から「くじ（抽

選）」で選ばれた１１人の検察審査

員が､検察官が事件を起訴しなか

ったことの当否を審査します。

 問鳥取検察審査会事務局（鳥取地方裁判
所庁舎内あ０８５７－２２－２１７１）

指名手配被疑者の検挙
に協力を！

　平成２５年８月末現在、全国の

警察から指名手配されている者

は、凶悪事件の被疑者（重要指名

手配被疑者）をはじめとして、約

８３０人に上ります。

　これらの被疑者は、殺人、強盗

などの凶悪事件のほか、暴行、傷

害、窃盗、詐欺、横領などの事件

に関して指名手配されており、再

び犯行を行うおそれがあります。

　警察では、特に重大な犯罪の被

疑者を選定した上で、１１月中に、

全国の警察の総力を挙げて、追跡

捜査を行うこととし、これら被疑

者の早期検挙に取り組んでいます。

　この指名手配被疑者の発見に向

けた捜査活動には、国民の皆さん

の協力が不可欠です。

　指名手配被疑者によく似た人を

見かけたといった情報など、どん

な小さなことでも構いませんの

で、警察に通報していただきます

よう、お願いします。

 問 警察総合相談電話窓口（あ＃９１１０）また
は倉吉警察署（あ２６ー７１１０）

自動車事故被害者など
への支援制度のご案内

　独立行政法人自動車事故対策機

構では、自動車事故による被害者

の援護のために、介護料の支給や、

医療施設の設置・運営による重度

後遺障害者への援護を行っていま

す。また、育成資金の無利子貸付

や友の会の運営、家庭相談による

交通遺児などへの援護を行ってい

ます。

【介護料の支給】介護料は、自動車

事故が原因で、脳、脊髄または胸

腹部臓器を損傷し、重度の後遺障

害を持つため、移動、食事および

排泄など日常生活動作について常

時または随時の介護が必要な状態

の人に支給します。

【交通遺児など貸付】自動車事故に

より死亡または重度の後遺障害が

残った人のお子さんの健全な育成

を図るため、中学校卒業までのお

子さんを対象に、育成資金の無利

子貸付を行っています。

 問独立行政法人自動車事故対策機構鳥取
支所（あ０８５７－２４－０８０２／い０８５７－

２４－０８６１）

倉吉市職員再募集

 ■採用予定人数

　一般事務：１人程度

※「障害者の雇用の促進等に関する法

律」の規定に基づく採用

 ■年齢要件など

　昭和４３年４月２日から平成８

年４月１日までに生まれた人で次

中部ものづくり道場・指導者養成講座の受講生募集

　ものづくり道場では、地域の子ども達に、ものづくりや科学技術を

教える講師になっていただくための指導者養成講座を開講します。

　受講される場合は、必修科目として、基礎・指導法講座と、選択科

目のうち２講座を受講してください。

月日 時間 講座名 講師

12/１（日）
13:30
～16:00

（必修科目）

基礎・指導法講座

鳥取大学地域学部教授

土井 康作

12/８（日）

９：30
～12:00

（選択科目）

クッキーづくり

琴浦町立浦安地区公民館

コーディネーター 酒本 弘美

13:00
～16:00

（選択科目）

風船ホバークラ

フトづくり

鳥取大学大学院工学研究科講師

松野 隆／中部ものづくりカ
フェ会員　石井 嘉雄

１/19（日）

９：30
～12：00

（選択科目）

電子オルゴール

づくり

鳥取大学工学部特任教員

村上 健介

13:00
～16：00

（選択科目）

和紙あかり

和紙あかり工房<未明(ほのか)>
圓山 昭憲

【対象】大人　　【定員】各講座１０人　　【料金】無料（要申込）

【場所】伯耆しあわせの郷

【募集期間】１１月１１日(月)～１１月２２日(金)

※詳しくは、ものづくり道場ホームページ（  www.cjrd.tottori-u.ac.jp/monodukuri）

をご覧ください。

 問ものづくり道場事務局（あ０８５７－３１－５５４６／い０８５７－３１－６７０８／ monodukuri@

cjrd.tottori-u.ac.jp）
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コミュニティプラザ百花堂 展覧会・展示会

～力作の数々をご覧ください～

開催日 催事内容

10/31（木）～11/６（水）砂丘社展

11/８（金）～11/14（木）四季彩展

11/16（土）～11/18（月）トルコ手織キリム展

11/20（水）～11/26（火）日本南宗会展

11/28（木）～12/２（月）卒寿 松原益一郎盆栽展

問コミュニティプラザ百花堂（あ２２－６８１１）

ボーイスカウト隊員募集

～君も仲間になって楽しく活動しよう！～

　少年たちの好奇心や探究心を通して、自立心の

ある健全な青少年育成を目指した世界的な社会教

育運動です。野外活動を中心に年代に合わせたカ

リキュラムで子どもたちの成長を促します。君た

ちも仲間になって元気に楽しく活動しましょう！

 問田村（あ２２－２３１７）または福田（あ０９０－７５９７－９７３４）

消費者被害防止講演会

～悪徳商法などにだまされないためには～

と　き： １１月１９日（火）

午後１時３０分～３時３０分

ところ：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

講　師： 安
あん

斎
ざい

 育
いく

郎
ろう

さん（安斎科学・平和事務所　

所長、立命館大学名誉教授）

演　題： 「私はだまされない」は危ない！

～だまし博士のだまされない知恵～

※先着１５０名（要申込）

 問とっとり県消費者の会（あ２２－６５２１）

民芸画廊の展覧会・展示会

～心をこめた作品の数々をご覧ください～

開催日 催事内容

11/22（金）～11/27（水) 第２回 裸婦展
11/30（土）～12/２（月）絆 二人の手しごと展

 問 民芸画廊（新町１丁目あ２３－１８２１／い２３－２３２７）

Work Work（わくわく）体験

～職業体験にチャレンジ！～

　小学生を対象にした、職場体験を実施します。

実際の職場で仕事を体験し、働くことのやりがい・

楽しさ・大変さを学んでみませんか。

と　き： １１月２４日（日）午前９時～午後３時５０分

集合場所：倉吉商工会議所

体験場所： 商工会議所館内および青年会議所事務

局、ファミリーマート倉吉駅前通り店、

エネオス上井店、浦川塗装店、街の洋食

カッティーナ、中部貨物

対象者：小学校４、５、６年生（定員３０人）

参加費： 無料　　募集締切り：１１月８日（金）

 問 倉吉青年会議所（あ２２－３０４２／い２２－４０４２）
司法書士による「成年後見相談会」

～高齢者・障がい者のための無料相談会～

　ひとり暮らしの今後が不安だ、相続人の１人が認

知症で遺産分割協議ができないなど、成年後見制

度に関する相談に、司法書士がお応えします。

と　き：１１月３０日（土）午後１時～３時

ところ：倉吉未来中心２階セミナールーム５

相談料：無料

 問成年後見センター・リーガルサポート鳥取支部（あ０８５７－２４
－７０２４）

講演会「倉吉淀屋の心意気」

～倉吉淀屋の謎に迫る～

と　き： １１月１６日（土）午後２時～３時

ところ： 倉吉淀屋

講　師： 松本 薫さん（淀屋を題材にした歴史小説

「謀
たばか

る理兵衛」著者）

 ※ライフスタイルブランド「群言堂」の展示会あり

 問 ウォーキングギア・２００１（あ２３－２００１／い２３－２３４４）

住民健康講座　糖尿病予防講演会

～取り組もう糖尿病予防対策！～

と　き： １１月３０日（土）午後２時～４時

ところ： 新日本海新聞社中部本社２階

内　容： 講演① 『みんなで取り組む糖尿病予防対

策』̶「糖尿病の気がある」と言われた時

が第一歩 ̶

（講師：天野医院 院長 天
あま

野
の

 道
みち

麿
まろ

 さん）

講演② 「糖尿病網膜症から眼を守りま

しょう」

（講師：まつい眼科クリニック 院長 松井 

寛 さん）

 問 鳥取県中部医師会（あ２３－１３２１）

2013.11（16）



EVENT INFORMATION

まちのイベントから
のお知らせ

第８回中部住民健康フォーラム

～温泉つかって健康に～

と　き： １１月１７日（日）午後２時～４時１５分

ところ： 新日本海新聞社中部本社２階

内　容： 講演「温泉療法と健康増進」

（講師：岡山大学病院三朝医療センター 

センター長 光
みつ

延
のぶ

 文
ふみ

裕
ひろ

 さん）

シンポジウム「温泉を活用したリハビリ

テーション」

（三朝温泉病院 理学療法士主任 磯江 友

章 さん）ほか

 問鳥取県中部医師会（あ２３－１３２１）

第６２回倉吉菊花展

～丹精こめて育てた菊花をご覧ください～

と　き： １０月３１（木）～１１月５日（火）

午後２時～４時

ところ： エキパル倉吉

内　容： 菊花の展示・販売、菊作り相談など

 問倉吉園芸同好会（あ２２－５０２６）

ラジオ体操会

～毎朝、元気にラジオ体操をしましょう！～

　どなたでもご参加いただけます（自由参加・自

由解散）。タオル、飲み物などはご持参ください。

と　き： 毎朝午前６時３０分～４０分まで

ところ： 上灘公民館駐車場（雨天の場合は、上灘公

民館の軒先）

 問上灘ラジオ体操会（中山重治あ４７－００８０）

秋の作陶展２０１３ 

～力作の数々をご覧ください～

　地元の土を使い丹精込めて創り上げた作品を展

示・販売します。

と　き： １１月６日(水)～１０日（日）

午前９時～午後１０時（初日は午前１０時～）

※最終日は午後５時で終了します。

ところ：倉吉未来中心アトリウム

 問中部陶芸協会（あ２８－０６０５）

倉吉スポーツセンター

 葵町５９１－１（あ２２－５６７４／い２２－５６８４）

【利用時間】午前８時３０分～午後１０時

 ■倉吉市営陸上競技場 

第６８回米子～鳥取間駅伝大会

＞１１月９日（土）・１０日（日）

倉吉市グランドゴルフ協会忘年大会

＞１１月１４日（木）（予備日１５日（金））

 ■倉吉市営ラグビー場 

全国高校ラグビー鳥取県予選大会

＞１１月３日（日）・１０日（日）

鳥取県ラグビーリーグ

＞１１月２４日（日）

全国タグラグビー鳥取県予選大会

＞１１月２４日（日）

 ■倉吉市営関金野球場 

第６５回中国都市対抗軟式野球大会

＞１１月３日（日）（予備日２４日（日））

伯耆しあわせの郷

 小田４５８（あ２６－５５８１／い２６－５６３３）

【利用時間】午前９時～午後８時 【休館日】 月曜日

 ■受講生募集

教室名 日時 定員

韓国料理教室

「屋台料理トッポッキ他」
※両方の回に参加するこ
とはできません。

①11月16日（土）
午前10時～午後1時

28人

②11月17日（日）
午前10時～午後1時

28人

男性のための料理教室

「鯖の味噌煮、茶碗蒸し他」

11月28日（木）
午前10時～午後1時

20人

ロシア料理教室

「ペリミャチ、茄子の

胡桃ペースト包み他」

12月７日（土）
午前10時～午後1時

20人

ちりめん細工教室

「干支(午)づくり」
12月７日（土）
午後1時～4時

15人

カフェ風ご飯で lunch！
「シーフードパエリア他」

12月14日（土）
午前10時～午後１時

20人

【受講料】各５００円

※ 申し込みは、１１月６日（水）から先

着順に受け付け、定員になり次第締

め切ります。

※ 各教室とも、受講料のほかに材料費

などが必要です。
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～南部忠平杯第２８回くらよし女子駅伝競走大会～

全国強豪チームが秋の伯耆路を力走！
１０月６日（日）

　”都大路の前哨戦”として知られる「くらよし女子駅伝競走

大会」「日本海駅伝競走大会」が開催され、両大会合わせて全国

有数の強豪校を含む２２３チームが秋の伯耆路で健脚を競い

ました。くらよし女子駅伝は、午前１０時の号砲とともに９７

チームが倉吉市営陸上競技場から出走。高校総合の部では、前

大会で優勝した豊川Ａ(愛知)が１区でのトップをゴールまで

維持し、２連覇。鳥取県内高校の部では、鳥取育英Ａが全区間

区間賞の力走を見せ、連覇を果たしました。

～倉吉市生涯学習講座「知られざる倉吉建築物語」～

市内の歴史的資産を再認識
９月２８日（土）

　倉吉市への理解と愛着を深めてもらおうと、市内に多くあ

る歴史的資産を学ぶ講座が開講。約１５０人が参加した第１

回講座では、杉山真
ま

魚
お

鳥取環境大学助教が、先進的近代建築

事例として世界的建築家丹下健三とその恩師岸田日
ひ で と

出刀共同

設計の倉吉市庁舎、円形にこだわった建築家坂本鹿
か

名
な

夫
お

設計

の旧明倫小円形校舎などを解説。また倉吉パークスクエアを

例に、これから求められる建築のあり方などについて話しま

した。この講座は１１月２３日(土)まで開催します。

～第１２回倉吉天女音楽祭～

往年の名曲で観客を魅了
１０月６日（日）

　倉吉市出身の世界的サックス奏者・ＭＡＬＴＡさんが総合

プロデューサーを務める音楽祭が、倉吉未来中心大ホールで

開かれました。「天女」「打」「童」「吹」の４つにジャンル分けさ

れたステージでは、ソプラノ、バンド演奏、和太鼓や合唱な

どのほか、倉吉愛児園の園児がくらすけくんテーマソングで

の踊りを披露するなどして、会場を湧かせました。フィナー

レを飾ったＭＡＬＴＡさんのヒット曲「High Pressure」では、

出演者と観客が一体となって音楽祭を楽しんでいました。
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～セキガネ温泉手づくり文化祭～

取り戻そう、温泉街のにぎわい！
１０月１９日（土）、２０日（日）

　関金温泉のにぎわいを取り戻そうと、地区住民により企画

されたイベントが関金町関金宿で開催され、地元の住民をは

じめ、市内外から約６０店が出店し、山野草や陶芸品の展示、

屋台など、温泉街は、かつてのにぎわいを取り戻したかのよ

うに多くの来場客でにぎわいました。また、元旅館の露天風

呂を使った無料足湯も大人気でした。企画に携わった関金温

泉若女将の西河葉子さんは「たくさんの方の協力をいただけ

てうれしい。この勢いを今後に繋げたい」と語りました。

～服部「秋の収穫祭」～

がんばる村から感謝を込めて
１０月２０日(日)

　今年で１７回目を迎え、恒例のイベントとなっている高城

地区服部の収穫祭が開催されました。会場では、新鮮な農産

物、地元で採れた野菜を使ったおこわや焼きそば、つきたて

の餅などの販売が行われ、約８００人が来場。熱々の豚汁も

振る舞われ、雨の中訪れた人の体を温めました。また、会場

前の約１０アールの畑では大根の収穫体験が行われ、体験に

きた子どもたちは「おでんにしてもらいたいな」と言いなが

ら、楽しそうに大根を収穫していました。

新
米

地方配送いたします。

一般コシヒカリ
３，０００円/10ｋｇ

三朝コシヒカリ
３，２００円/10ｋｇ

２，８００円/10ｋｇ
コシヒカリブレンド  

ぇ
（アメダス観測所タワー西側）／

奥出雲はざかけコシヒカリ

３，５００円/10ｋｇ

モチ米

３５０円/1ｋｇ

玄米３０ｋｇ

２，８００円２，８００円玄米１０ｋｇ

８，０００円
三朝コシヒカリ

一般コシヒカリ
７，８００円

～倉吉市市民大茶会～

おもてなしの心を味わう
１０月２０日（日）

　倉吉市の文化的資産を再認識するとともに、その魅力を市

内外に発信することを目的として、飛龍閣をはじめ、博物館

など４か所を会場に市民大茶会が開催されました。今年で３

回目を迎えるこの茶会は、茶道裏千家淡交会倉吉支部などが

中心となり行っています。小雨の降る中、市内外から訪れた

人たちは、深まりゆく秋の気配を感じつつ、歴史情緒あふれ

る町並みを散策しながら、日本の茶の湯文化ともてなしの心

に触れ、ぬくもりのひと時を過ごしました。
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１１月の認知症の人と家族の会「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が、互いの悩みを語り合っ

たり、情報交換したり、何でも話し合える場です。

【倉吉会場】

とき： １１月２１日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ

※ 関金会場の次回の開催は、平成２６年１月の第２木曜日です。

１１月ホッといきいき教室～介護予防教室参加者募集～

とき：１１月２５日（月） 午前１０時３０分～午後３時

内容： （午前）「ミニ運動会～心と体を元気にしよう！～」

（午後） 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポー

ツ、健康相談など）

ところ：グリーンスコーレせきがね

参加料： １，３００円

（昼食・入浴料）

対象者： ６５歳以上で、

介護認定を受

けていない人

※ １週間前までに申し込ん

でください。

※欠席の場合は必ず前日までに連絡してください。

※送迎希望の場合は、送迎しますのでご連絡ください。

●Examination 検診・健診
問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

●Prevention＆Care 介護予防とケア
問 長寿社会課（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）

◇１２月集団健診

日程 場所 内容

12月４日（水） 社公民館

特定健診・長寿（後期高齢者）健
診・一般健診・（胃・肺・大腸・前立
腺・子宮・乳）がん検診・肝炎ウイ
ルス検診

※ 受付時間 ８：００～１０：００

◇午後からの３種目検診（胃がん・肺がん・大腸がん）

日程 場所 検診内容

12月４日（水）上北条公民館 胃がん・肺がん・大腸がん検診

※受付時間 １３：００～１３：３０
※ 胃がん検診の受診は、午前７時までにうどんや食パンな
ど消化のよいものを軽めにとり、検査の終了まで飲食・
喫煙しないでください。

◇レディース検診 ※保健センターに申し込みが必要です。

日程 場所 検診内容

11月20日（水） 関金総合文化センター
子宮がん・乳がん検診

12月４日（水） 上北条公民館

◇厚生病院の乳がん検診

日程 場所 受付時間 検診内容

11月

７日（木）
厚生病院 12:20～12:50

子宮がん検診
乳がん検診（視触診）14日（木）

８日（金）

厚生病院 14:45～14:55 マンモグラフィ検査
11日(月）

15日(金)

18日(月)

※保健センターに申し込みが必要です。

※ 対象年齢、料金など詳細については、各ご家庭にお配り
している、くらよし健康ガイドをご覧ください。

利用者様
募集中！

事業所番号　3170300861

営業日：年末年始(12月31日～１月２日)を除く毎日

提供時間：午前9時30分～午後4時50分

対象者：要支援・要介護認定のある方

利用料：介護保険制度の基準による料金

　　※介護保険1割と食費(490円)などをいただきます

営業日：年末年始(12月31日～１月２日)を除く毎日

提供時間：午前9時30分～午後4時50分

対象者：要支援・要介護認定のある方

利用料：介護保険制度の基準による料金

　　※介護保険1割と食費(490円)などをいただきます

提供時間：午後4時50分～翌朝9時30分
　※当デイサービスをご利用の方が対象になります。

利用料：1泊2食付　(個室)2,500円／(準個室)2,200円

ご相談・お問い合わせはお気軽に

〒682-0922 倉吉市福守町406-6

一般社団法人　明友会

オアシス倉吉(担当：八木)　まで
ＦＡＸ（0858）48-2277（0858）48-2278☎

宿泊サービス／介護保険外

まで

利用者の皆さまと会話を重ねながら、活気の溢れる
憩いの場作りを目指します。また利用者家族とのつ
ながりも大切にします。

利用者の皆さまと会話を重ねながら、活気の溢れる
憩いの場作りを目指します。また利用者家族とのつ
ながりも大切にします。
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子宮がん検診啓発講演会

　「子宮がんなんて関係ない」な

んて思い込んでいませんか？

　また、「気になるけど、どんな

検診をされるかわからないし、

怖いから受けない」ということ

はないですか？

　最近では、２０代～

３０代でも子宮がんに

なる人が増えており、

検診の必要性が高まっ

ています。

　女性にとって、とて

も大事なお話です。ぜ

ひご参加ください。

とき： １１月２１日（木）

午後２時３０分～３時４５分

ところ：上灘公民館

対象：市内在住の人

講師： あけしまレディースクリ

ニック院長 明島亮二さん

 　託児の必要な人は申し込み
が必要です。

申込期限：１１月１３日(水)
申込先： 子育て総合支援セン

ター「おひさま」、ま
たは保健センター

※ ただし人数に限りがあります。

問子育て総合支援センター「おひさま」
（あ／い２２－３９１４）または保健セ

ンター（あ２６－５６７０／い２６－

５６６０）

◇１２月１日は世界エイズデー

　ＷＨＯは、エイズのまん延防
止と患者・感染者に対する差別・
偏見の解消を図ることを目的に、
１２月１日を世界エイズデーと
定め、エイズに関する啓発活動な
どの実施を提唱しています。

理解と支援の象徴「レッドリボン」

　エイズで死亡する人々へ
の追悼の気持ちと、エイズ
に苦しむ人々への理解と支
援を示すものです。

エイズは今も静かに広がっている

　エイズは若い世代だけの問題
ではなく、決して特別な人だけの
特殊な病気でもありません。
　ＨＩＶ感染の８割以上が性行
為によるものです。予防するため
には、正しい知識と行動があれば
安心です。

ＨＩＶの検査をうけましょう

　検査を受けることで、ＨＩＶ感
染の早期発見につながります。
　薬をきちんと服用し続ければ、
これまで通りの生活を送ること
ができます。

◇乳幼児健康診査
【６か月児】平成２５年５月誕生

とき：１２月４日（水）、５日（木）

【１歳６か月児】平成２４年５月誕生

とき：１２月１１日（水）、１２日（木）

【３歳児】平成２２年１１月誕生

とき：１２月６日（金）、１０日（火）

【共通事項】
受付：午後１時～１時２０分
ところ：保健センター
持ってくるもの： 母子健康手帳、

アンケート用紙

◇ マタニティサロン（妊婦の交流・
相談の場）

とき： １１月２５日（月）
午前９時３０分～１１時３０分

ところ：保健センター

◇ 育児相談（身体測定・子育て・栄
養相談）

とき： １１月２５日（月）
午前９時３０分～１１時３０分

ところ：保健センター
持ってくるもの：母子健康手帳

◇離乳食講習会※申込必要
内容：離乳食前期について
とき：１１月２１日（木）
受付：午後１時～１時３０分
ところ：保健センター

◇歯面フッ素塗布
保健センター

とき： １１月２５日（月）
午前９時３０分～１１時３０分
午後１時３０分～３時３０分

持ってくるもの： 母子健康手帳、
歯ブラシ

 問   保健センター（あ２６－５６７０)

中部歯科医師会 口腔衛生センター

とき： １１月８日（金）
午後２時３０分～４時３０分

持ってくるもの： 母子健康手帳、
コップ、歯ブラシ

※ 口腔衛生センターに申し込みが必要です。
問口腔衛生センター（あ２２－５４７２）

● Baby&Mother 母子保健
問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

●HealthCare 健康づくり
問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

｠ ●Play&Bred 子育て総合支援センター「おひさま」イベント

ＨＩＶ検査・相談窓口

倉吉保健所（あ２３－３１４５）

◇からだと心の健康相談

とき： １１月２８日（木）

午後１時３０分～３時３０分

ところ：保健センター

※保健センターに申し込みが必要です。

◇献血にご協力を
とき：１１月２４日（日）

ところ：倉吉未来中心

 問鳥取県赤十字血液

センター（あ０８５７－

２４－８１０１）

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時： 月11 27日（水）AM10：00～12：00
場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。

TEL0858-22-5551 営業時間 あさ9時～よる7時（木曜定休）

倉吉市越中町 2095-1
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倉吉市人権政策課

２２―８１３０／   ２２―８１３５
　

市
集
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題

に
取
り
組
む
人
た
ち
が
実
践
発
表
や
意

見
交
換
を
行
い
、
参
加
者
が
相
互
理
解

を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
部
落
の
完
全
解
放
と
人

権
の
確
立
を
全
市
民
の
力
で
」を
テ
ー

マ
に
、
午
前
の
全
体
会
と
午
後
か
ら
の

分
科
会
で
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
啓
発
の
重
要
性

　

全
体
会
の
開
会
行
事
で
は
、
４
月
に

発
見
さ
れ
た
差
別
落
書
き
、
７
月
に
発

生
し
た
在
住
外
国
人
へ
の
差
別
事
象
を

取
り
上
げ
、
人
権
啓
発
活
動
の
重
要
性

が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
相
次
ぐ
差
別
事
象
に
怒

り
を
感
じ
、
悪
質
な
こ
の
行
為
を
な
く

そ
う
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

市
の
人
権
啓
発
へ
示
唆

　

続
い
て
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
上う

え

杉す
ぎ

孝た
か

實み
ち

さ
ん
を
迎
え
、「
部
落
解
放
を
め

ざ
す
人
権
啓
発
の
あ
り
方
〜
人
権
・
同

和
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
結
果

か
ら
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

上
杉
さ
ん
か
ら
は
、「
学
ん
だ
人
と

の
繋
が
り
や
啓
発
活
動
の
推
進
が
大

事
」、「
部
落
問
題
に
つ
い
て
、
事
実
と

は
異
な
る
考
え
や
、
ゆ
が
ん
だ
見
方
を

し
て
い
る
例
が
あ
り
、
学
校
で
早
く
か

ら
正
し
い
学
習
を
す
る
必
要
が
あ
る
」、

「
学
習
会
で
は
部
落
問
題
に
気
づ
く
学

習
内
容
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
参
加
へ

の
呼
び
か
け
も
必
要
」
な
ど
、
本
市
の

人
権
教
育
・
啓
発
活
動
に
多
く
の
示
唆

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

分
科
会
で
は
、
同
和
問
題
・
女
性
の

人
権
・
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
・
高

齢
者
の
人
権
・
子
ど
も
の
人
権
・
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
・
基
本
的
人
権
の
７

分
野
に
分
か
れ
、
参
加
者
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
、
実
践
発
表
な
ど
で

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
を

学
び
合
い
ま
し
た
。

市
民
の
力
で
成
功
を

　

市
集
会
の
運
営
は
、
各
種
団
体
か
ら

の
推
薦
者
な
ど
１
１
４
人
の
市
民
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
で
行
い
ま
す
。

　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
若
い
保
護
者

や
、
初
め
て
運
営
に
関
わ
っ
た
人
、
経

験
の
あ
る
人
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
、
全

体
会
お
よ
び
分
科
会
の
企
画
、
運
営
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
今
年
の
市
集
会
も
、
市
民

の
運
営
、
ま
た
多
く
の
市
民
の
参
加
に

よ
り
、
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。

 

多
く
の
市
民
が
人
権
啓
発
の
あ
り
方
を
学
ぶ

　

部
落
解
放
研
究
第
41
回
倉
吉
市
集
会（
市
集
会
）が
、
８
月
25
日（
日
）、
倉
吉
未
来
中
心
お
よ
び
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
市
集
会
は
、
現
状
の
人
権
教
育
・
啓
発
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
部
落
解
放
を
め
ざ
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

へ
の
取
り
組
み
や
、
人
権
を
大
切
に
す
る
学
習
と
実
践
を
深
め
合
う「
市
民
集
会
」で
す
。

　

市
民
一
人
一
人
の
人
権
意
識
を
高
め
る
学
習
機
会
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

アイヌの人からのご相談をお受けします

　日常生活でお困りのこと、嫌がらせ、差別など、
公益財団法人 人権教育啓発推進センターに何で
もご相談ください。

相談専用電話　０１２０－７７１－２０８
受付期間：平成２６年１月１９日 ( 日 ) まで
※１２月２８日(土 )～平成２６年１月５日(日 )を除く

受付時間： 平日　午前１０時～午後８時
 土日祝日　午前１０時～午後６時

※相談無料。匿名可。秘密は厳守します。
※ 本相談事業は、厚生労働省の平成２５年度社会福祉推進
事業により実施するものです。

角
かど

秋
あき

勝
かつ

治
じ

講演会

「碧
みどりかわ

川かたとその時代」

　男女同権の社会実現のため、女性の参政権獲得

運動を続けた三木露
ろ ふ う

風の母・碧川かた。かたとそ

の時代背景を元日本海新聞社記者が語ります。

とき：１１月２７日 ( 水 ) 午後１時３０分～３時

ところ：倉吉交流プラザ　第１研修室

講師：角秋勝治さん
※ 申し込みが必要です。氏名と電話番号をお知らせください。
※定員４０人。参加無料。

問人権政策課（あ２２－８１３０／い２２－８１３５）

倉吉未来中心大ホールで行われた全体会倉吉未来中心大ホールで行われた全体会

▲ 分科会では、人権▲ 分科会では、人権尊重のまちづくり尊重のまちづくり

について考えましについて考えました。た。
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自然ウォッチング⑨「天神川のサケをみよう」
　天神川で生まれ、海に出たサケが再び戻ってくる

季節になりました。サケは気温が下がると遡
そじょう

上を始

めます。昨年は例年より遡上が遅かったのですが、

今年はどうでしょうか。

　当日はサケが産卵床を掘る姿や産卵の様子、天神

川漁業協同組合による人工授精を観察できるかもし

れません。

とき：１１月１０日（日）午前１０時～正午

ところ：小田橋東詰めから下りた河川敷
※申込・参加費不要
※小雨決行

子ども博物館④

「すごろくでタイムスリップ
　　　　　　　　～倉吉の町を歩こう～」
　小学生を対象とした体験講座です。

　昭和初期のすごろくに描かれた倉吉の町をもとに

玉川白壁土蔵群周辺を探索！今と昔の町並みを比べ

てみましょう。

とき：１１月２４日（日）午前１０時～１１時３０分
集合：倉吉博物館
対象：小学生１～６年
定員：１５人
※１１月１０日（日）から受付開始
※参加費不要・事前申込が必要

問市立図書館（あ４７―１１８３／い４７―１１８０）
せきがね図書館（あ／い４５―２５２３）

●Library 市立図書館

○
○ ◇ △
□
○ ◇

１１月の開館日
カレンダー

日月火水木金土

１２
休館日： ５日、１１日、１８日、２５日
資料整理休館日：２８日
○おはなしかい（11：00～）倉
◇ あかちゃんのおはなしかい
（11：00～）倉
□むかし話をきく会（11：00～）倉
△おはなしかい（10：30～）関

３４５６７８９

１０１１１２１３１４１５１６

１７１８１９２０２１２２２３

２４２５２６２７２８２９３０

問（あ２２―４４０９／い２２―４４１５）

●museum倉吉博物館

【今月のオススメ本】
「グラウンドの空」

あさのあつこ／著 （角川書店）

　甲子園出場を夢みる

キャッチャーの瑞季。とこ

ろが過疎化が進む山間の中

学校にはピッチャー候補が

いない…。

　そんな時、素晴らしい

ピッチングの才能を持った

透哉という少年が越してく

るが、心に深い傷を負い、

登校を拒否している。

　大人なら「しょうがない」

の一言で済ませてしまうよ

うなことも、瑞希はあきら

めない。

　大人になってしまった人におすすめの１冊です。

【今月のイベント】
「元気！はつらつ！音読教室」　※事前申込必要

とき： １１月２１日（木）

午前１０時３０分～１１時３０分

ところ： 倉吉交流プラザ　 第１研修室

定員：１５人

申込締切：１１月１７日(日）午後５時

「特許情報相談会（無料）」　※事前申込必要

とき： １１月１９日（火）　午後１時～４時

ところ：倉吉交流プラザ

　　　　第２研修室

「起業・経営なんでも相談会」　※事前申込必要

とき： １１月２４日（日）　午後１時～５時

ところ：倉吉交流プラザ　ボランティア交流室

※参加無料

「行政書士無料相談会」　※事前申込不要

とき： １１月１７日（日）　午前１０時～午後３時

ところ： 倉吉交流プラザ　ボランティア交流室

※参加無料

１１月の休館日のお知らせ
１８日（月）、２５日（月）

１１月の展覧会

第57回鳥取県美術展覧会

　前期： １１月１日（金）～７日（木）
洋画・版画・彫刻・写真

　後期： １１月１１日（月）～１７日（日）
日本画・書道・工芸・彫刻・デザイン

※会期中は休館日なし
※入館無料

第60回鳥取県勤労者美術展覧会

　１２月１日（日）～８日（日）
※入館無料

　サケの人工授　サケの人工授
精の実演と解説精の実演と解説
を受けた昨年のを受けた昨年の
様子様子

▲▲

（23）平成 25.11
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●倉吉市の人口●

（住民基本台帳）

男：23,521人（＋ 5）

女：26,250人（＋ 8）

計：49,771人（＋ 13）

20,574世帯（＋  8）

（H25.9.30現在）

くらすけくんくらすけくん

再び再び砂上の戦い砂上の戦いに挑む！

60
体
以
上
が
参
加
す
る

　
　
　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ

カ
ッ
プ
！

　

１
年
に
１
度
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
大
運

動
会「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
カ
ッ
プin

鳥
取
砂

丘
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
、
県
内
か
ら
は
〝
花
ト
リ

ピ
ー
〞
を
は
じ
め
と
す
る
42
体
、
県

外
か
ら
は
〝
し
ま
ね
っ
こ
〞
な
ど

25
体
の
総
勢
67
体
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
、
鳥
取
砂
丘
を
舞
台
に

「
ゆ
る
か
け
っ
こ
」「
ゆ
る
す
も

う
」「
ゆ
る
な
わ
と
び
」
な
ど
の
種
目
で

ゆ
る
〜
く
競
い
合
い
、
笑
い
と
涙
（
？
）

を
誘
い
ま
す
。

　

く
ら
す
け
く
ん
も
、
昨
年
に
引
き
続

き
出
場
を
決
意
。
前
回
惜
し
く
も
１
位

を
逃
し
た
「
ゆ
る
な
わ
と
び
」
に
加
え
、

新
た
に
「
ゆ
る
す
も
う
」
に
も
挑
戦
す
る

予
定
で
す
！

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
く
ら
す
け
く
ん
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

今
年
は「
子
ど
も
の
国
」で
開
催

　

昨
年
ま
で
「
砂
丘
オ
ア
シ
ス
広
場
」
で

開
催
さ
れ
て
い
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
カ
ッ
プ

は
、
今
年
「
鳥
取
砂
丘
子
ど
も
の
国
」
に

会
場
を
移
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
競
技
の
ほ

か
「
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
に

ぎ
わ
い
屋
台
村
」
な
ど
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

く
ら

動
会「
ゆ開

今ーゆ〜いら

動
会「

丘
」が
開

今
ピ
ー

う
」「
ゆ

ゆ
る
〜

を
誘
い

く
ら

▲ 昨年３２回のジャンプで第２位と健闘し

た「ゆるなわとび」。果たして今年はリベ

ンジなるか？

▲ ご当地キャラの人気投票「ゆるキャラ

グランプリ」もいよいよ大詰め！１１月

８日（金）まで投票をお願いします！

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
の

　

投
票
は
11
月
８
日（
金
）ま
で
！

巷巷
ち
ま
た

ち
ま
た

で
噂
の

で
噂
の

先
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
く
ら
す
け

く
ん
に
会
っ
た
ら
、
何
か〝
ウ
ィ

〜
ン
〞
っ
て
い
っ
て
ま
し
た
が
、

ロ
ボ
ッ
ト
で
す
か
？

イヤイヤ、
　　ナイから…

投票は１１月８日（金）

までできるけな～

謎の大砲

燃料補給口

全指向性マイク

スターリング・
エンジン

ジャイロ・シ
ステム

CPUユニット

２足歩行システム

　

乳
が
ん
検
診
の
結
果
、
要
精
密
検

査
。
早
速
病
院
へ
。
ま
だ
不
安
は
あ

り
ま
す
が
、
検
診
を
受
け
て
よ
か
っ

た
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。（
E
・
M
）

　

山
が
色
づ
く
こ
の
季
節
は
、
カ
メ

ラ
好
き
に
は
、
た
ま
ら
な
い
シ
ー
ズ

ン
。
で
も
、
撮
影
に
行
く
時
間
が
無

か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。（
S
・
T 

）

　

統
計
で
は
、
上
陸
の
最
も
遅
い
台

風
は
、
平
成
２
年
11
月
30
日
台
風
28

号
、
最
多
発
生
は
、
昭
和
42
年
の
39

だ
そ
う
で
す
。
今
年
は
…
。（
Ｔ
・
Ｆ
）

2012.10（24）


